
用
例
掲
載
も
な
く
、
未
だ
日
本
語
カ
タ
カ
ナ

語
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
が
、「
ダ
ー
ク

ツ
ー
リ
ズ
ム
」流
行
の
例
も
あ
り
、こ
う
し
た

媒
体
を
問
わ
ぬ
旅
テ
キ
ス
ト
の
包
括
定
義
は
、

観
光
学
で
使
い
よ
い
概
念
装
置
と
し
て
広
ま

る
可
能
性
を
持
つ
。

　
編
集
の
現
場
で
は
印
税
の
作
家
、
買
い
切

り
の
ラ
イ
タ
ー
な
ど
と
言
わ
れ
、
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
書
き
手
は
作
家
固
有
性
が

高
く
は
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
う
し
た
ト
ラ
ベ

ル
ラ
イ
タ
ー
の
奨
励
を
目
的
と
し
、
学
部
教

育
ゆ
え
思
い
切
り
狭
い
範
囲
、
日
本
語
の
主

に
機
内
誌
に
限
定
し
て
網
羅
的
に
講
読
し
、

優
れ
た
作
品
を
表
彰
す
る
活
動
を
、
ゼ
ミ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
2
0
0
6
年
度
よ
り

行
っ
て
い
る
。

　
学
生
ら
は
15
誌
1
8
4
編
（
2
0
1
8
年

度
例
）
の
機
内
誌
1
年
分
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
を
約
6
カ
月
か
け
て
講
読
す
る
。

開
始
当
初
、
収
集
で
き
る
機
内
誌
は
限
ら
れ

て
い
て
、
活
動
に
賛
同
し
た
航
空
会
社
な
ど

か
ら
の
提
供
も
わ
ず
か
だ
っ
た
。続
け
る
う

ち
認
知
度
が
徐
々
に
高
ま
り
、
2
0
1
1
年

度
ご
ろ
か
ら
収
集
可
能
な
機
内
誌
も
増
加
し
、

　
立
教
大
学
の
観
光
文
学
研
究
と
教
育
に
つ

い
て
は
、『
立
教
大
学
観
光
学
部
紀
要
』16
号

（
2
0
1
4
）に「
観
光
教
育
と
文
学
研
究
―

交

流
文
化
学
科
で
の
実
践
か
ら
―

」
と
し
て
ま

と
め
た
が
、
本
学
部
は
周
知
の
通
り
日
本
初

の
観
光
学
部
と
し
て
2
0
1
8
年
度
に
20
周

年
を
迎
え
た
。開
設
以
来
の
観
光
学
科
に
交

流
文
化
学
科
を
加
え
た
2
0
0
6
年
は
、
奇

し
く
も
J
T
B
交
流
文
化
賞
が
、「
地
域
に
根

ざ
し
た
持
続
的
な
交
流
の
創
造
と
各
地
域
の

魅
力
の
創
出
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
」
と
し
て
創
設
さ
れ
た

2
0
0
5
年
と
相
前
後
し
て
い
る
。

　
観
光
学
科
が
経
営
系
の
科
目
を
配
す
の
に

対
し
、交
流
文
化
学
科
は
必
修
に
準
ず
る「
学

科
選
択
科
目
1
」（
2
0
1
6
年
度
以
降
入
学

者
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。以
下
同
じ
）
に
「
交
流
文

化
研
究
」1
か
ら
4
と
し
て
、「
地
理
学
の
方

法
」「
文
化
人
類
学
の
方
法
」「
社
会
学
の
方

法
」お
よ
び「
交
流
文
学
の
方
法
」と「
交
流
文

学
論
」「
旅
行
経
験
分
析
法
」「
言
説
分
析
」、
そ

れ
ら
に
次
ぐ
「
学
科
選
択
科
目
2
」
に
は
「
紀

行
文
学
論
」「
言
語
と
社
会
」「
ト
ラ
ベ
ル

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」
等
の
文
学
関
連
科
目
が
含
ま
れ
て
い

る
。学
科
完
成
年
度
の
2
0
0
9
年
度
以
降

の
卒
業
論
文
、修
士
論
文
、博
士
論
文
を
見
て

企
業
側
か
ら
機
内
誌
提
供
の
ご
提
案
を
い
た

だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。な
お
、国
内
最
大
の

機
内
誌
収
集
館
は
、
我
々
も
毎
年
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
J
T
B「
旅
の
図
書
館
」で

あ
る
こ
と
を
特
記
し
て
お
く
。

　
機
内
誌
の
講
読
は
、
週
に
一
度
昼
休
み
の

時
間
を
使
い
、一
作
品
に
つ
き
、最
低
で
も
学

生
二
人
が
目
を
通
す
よ
う
分
担
し
て
い
る
。

優
秀
作
品
は
全
員
が
講
読
を
す
る
が
、
評
価

基
準
は
、
観
光
学
部
生
が
興
味
を
持
っ
て
読

め
る
か
、新
鮮
な
驚
き
が
あ
る
か
、そ
の
土
地

に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
か
、
旅
の
文
章
と

し
て
優
れ
て
い
る
か
、
写
真
や
レ
イ
ア
ウ
ト

が
効
果
的
で
あ
る
か
の
五
つ
で
、
一
つ
の
基

準
に
つ
き
三
点
満
点
で
計
十
五
点
と
な
る
。

最
初
は
、講
読
に
時
間
が
か
か
り
、評
価
も
難

し
く
苦
戦
す
る
が
、
い
く
つ
も
の
作
品
を
読

ん
で
い
く
と
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
一
つ
一

つ
の
作
品
で
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
が
読
み
手

に
何
を
伝
え
た
い
の
か
少
し
ず
つ
わ
か
る
よ

う
に
な
る
。簡
潔
に
伝
え
た
い
こ
と
を
目
立

た
せ
て
書
く
作
品
も
あ
れ
ば
、
文
章
全
体
で

伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
作
品
も
あ

る
。写
真
や
独
特
の
表
現
で
伝
え
る
作
品
も

あ
り
、
ど
の
作
品
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
面
白
さ

に
気
づ
く
。機
内
誌
の
講
読
を
通
じ
、
人
に

よ
っ
て
見
え
て
い
る
も
の
、
お
も
し
ろ
い
と

思
え
る
部
分
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る
。ど
ん

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

立
教
大
学

観
光
学
部

交
流
文
化
学
科

舛
谷
ゼ
ミ

観
光
、ツ
ー
リ
ズ
ム
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
―
―

こ
の
い
ず
れ
か
の
言
葉
を
冠
す
る
学
部
・
学
科
を
有
す
る

日
本
の
大
学
は
44
校
、大
学
院
が
9
校（
2
0
1
8
年
度
）あ
り
ま
す
。

「
観
光
立
国
」の
こ
れ
か
ら
を
支
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
彼
ら
が

何
に
関
心
を
持
ち
、

学
び
、感
じ
、研
究
し
て
い
る
の
か
。

〝
ゼ
ミ
〞と
い
う
窓
を
通
し
て
覗
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
2
回
は
立
教
大
学〝
舛
谷
ゼ
ミ
〞。
3
つ
の
ア
ワ
ー
ド
の
実
施
と
い
う
、

ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
を
舛
谷
先
生
に
紹
介
し
てい
た
だ
き
ま
す
。

設
さ
れ
た
。プ
ロ
の
ラ
イ
タ
ー
の
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
学
生

自
ら
の
体
験
を
文
章
化
し
共
有
す
る
「
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
」の
機
会
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
、

学
生
ら
の
思
い
に
応
え
た
取
り
組
み
だ
。

　
学
生
奨
励
賞
は
1
6
0
0
字
程
度
の
旅

の
テ
キ
ス
ト
を
正
課「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」講
義
中
に
募
り
、
優
秀
な
作
品
を
表

彰
し
て
い
る
。選
定
基
準
は
、
場
所
や
土
地

の
特
徴
が
理
解
で
き
て
い
る
か
、タ
イ
ト
ル

や
リ
ー
ド
が
本
文
と
合
っ
て
い
る
か
、筆
者

な
ら
で
は
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ス
ト
ー
リ
ー

が
読
者
に
伝
わ
る
か
ど
う
か
、
な
ど
だ
が
、

学
生
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
作

品
が
集
ま
る
の
が
魅
力
だ
。選
考
の
大
ま
か

な
流
れ
は
、科
目
担
当
者
に
よ
っ
て
10
編
程

度
の
ロ
ン
グ
リ
ス
ト
が
選
ば
れ
、次
に
ロ
ン

グ
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
の
合
議
で
５
編
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
リ

ス
ト
を
選
ぶ
。最
後
に
旅
の
図
書
館
や
出
版

社
、
過
去
の
ア
ワ
ー
ド
受
賞
ラ
イ
タ
ー
、
教

員
か
ら
の
選
考
委
員
会
が
１
編
を
最
優
秀

賞
、
２
編
を
優
秀
賞
に
選
出
す
る
。ラ
イ

タ
ー
ア
ワ
ー
ド
と
同
時
開
催
の
表
彰
式
で

は
、学
生
が
選
考
委
員
か
ら
貴
重
な
講
評
を

頂
け
る
機
会
で
も
あ
り
、賞
の
授
与
だ
け
に

留
ま
ら
な
い
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た

と
感
じ
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。多
く
の
作

な
学
生
が
読
む
か
に
よ
っ
て

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

評
価
も
変
わ
っ
て
く
る
。

　
ラ
イ
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
で
は
、

前
記
の
通
り
、
お
よ
そ
す
べ

て
の
日
本
語
機
内
誌
一
年
分

に
目
を
通
し
、
優
秀
作
品
を

選
ん
で
い
る
。形
式
要
件
は

署
名
原
稿
で
あ
る
こ
と
、
複

数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
お
お
む

ね
２
０
０
０
字
以
上
で
あ
る

こ
と
だ
。基
準
や
選
考
は
３

の
通
り
だ
が
、
こ
れ
ま
で

2
0
0
7
年
度
か
ら

2
0
1
8
年
度
ま
で
計
12
回

の
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。活

動
初
期
は
優
秀
作
品
の
作
者
へ
ト
ロ
フ
ィ
ー

と
賞
状
の
送
付
の
み
を
行
っ
て
い
た
が
、
ト

ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
奨
励
と
い
う
目
的
を
果

た
す
た
め
、
一
般
へ
の
認
知
度
を
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
2
0
1
3
年
度
か
ら
表

彰
式
を
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
て
い
る
。そ
の
結
果
、旅
行
新
聞
新
社
や
交

通
新
聞
社
は
じ
め
、
毎
年
観
光
メ
デ
ィ
ア
の

取
材
対
象
に
な
る
な
ど
、
活
動
規
模
が
徐
々

に
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　
長
ら
く
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
作
品
の
み

を
対
象
に
し
て
き
た
が
、読
む
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
も
書
い
て
み
た
い
と
い
う
声
は
以

前
か
ら
あ
っ
た
。2
0
1
6
年
度
よ
り
学
生

の
紀
行
文
を
表
彰
す
る「
学
生
奨
励
賞
」が
新

〝
観
光
を
学
ぶ
〞と
い
う
こ
と

立
教
大
学
観
光
学
部
交
流
文
化
学
科
の
観
光
文
学
研
究

1

ト
ラ
ベル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

と
は
何
か

2

2
回

第

も
、
観
光
文
学
研
究
と
見
な
さ
れ
る
研
究
課

題
は
、
地
域
振
興
要
素
の
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
を
除
い
て
も
少
な
く
な
い
。

　
旅
行
記
や
紀
行
文
と
い
う
こ
と
ば
に
加
え

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」と
い
う
カ
タ
カ

ナ
表
記
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。い
ず
れ

も
旅
を
テ
ー
マ
に
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
エ
ッ
セ
イ
を
示
す
が
、『
ガ
リ
バ
ー
旅
行

記
』『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
』
の
例
を
見

る
ま
で
も
な
く
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
を
完
全

に
払
拭
す
る
の
は
困
難
だ
。も
と
も
と

〝T
ravel W

riting

〞は
英
語
で
は
一
般
的
な

用
語
で
、書
店
の
棚
の
分
類
で
も
あ
る
。英
語

で
は
旅
の
テ
キ
ス
ト
を
表
す
〝T

ravel 

W
riting

〞と
い
う
こ
と
ば
は
、
狭
義
に
は
一

人
称
の
自
伝
、
回
想
の
一
部
と
し
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
を
含
め
な
い
が
、
広
義
に
は
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
ば
か
り
で
な
く
、旅
の
行
程
、旅

テ
ー
マ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、回
想
録
、場
所
の

記
述
、
自
然
の
描
写
、
行
跡
地
図
、
旅
テ
ー
マ

の
フ
ィ
ル
ム
な
ど
な
ど
を
含
む
（
窪
田
憲
子

ら
編
著（
2
0
1
6
）：
旅
に
と
り
憑
か
れ
た

イ
ギ
リ
ス
人
―
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

を
読
む
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）。各
種
辞
書
に

品
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、自
ら
旅
の
文
章

を
書
く
機
会
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
は
、同
世

代
の
若
者
が
何
を
感
じ
、ど
う
表
現
す
る
か

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
好
機
で
も
あ
る
。

　
ラ
イ
タ
ー
賞
、
奨
励
賞
に
加
え
、
2
0
1
7

年
度
か
ら
観
光
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
新

座
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を

募
る
新
座
賞
が
始
ま
っ
た
。初
年
度
は
前
記

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」科
目
で
新
座
市

役
所
職
員
O
B
に
よ
る
観
光
政
策
に
つ
い
て

の
ゲ
ス
ト
講
義
を
聞
い
た
の
ち
、
作
品
を
集

め
た
。2
0
1
8
年
度
に
は
新
座
三
大
学（
跡

見
学
園
女
子
大
学
、十
文
字
学
園
女
子
大
学
）

の
学
生
に
よ
る
作
品
を
含
め
範
囲
を
広
げ
た
。

「
わ
た
し
の
好
き
な
新
座
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

市
内
大
学
生
を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

サ
ブ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
新
座
市
と
の
地
域

連
携
で
あ
る
の
が
特
徴
だ
。表
彰
式
は
他
の

ア
ワ
ー
ド
と
別
に
新
座
市
役
所
で
行
わ
れ
、

市
長
、
教
育
長
、
産
業
観
光
協
会
長
、
新
座
三

大
学
教
員
ら
選
考
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
来
場
者
が
あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
た
。な
お
、2
0
1
9
年
度
か
ら
は

本
学
だ
け
で
な
く
、
新
座
三
大
学
合
同
で
運

営
を
行
う
予
定
で
、
大
学
間
交
流
の
側
面
も

見
逃
せ
な
い
。

　
新
座
賞
は
、
作
品
を
募
る
こ
と
で
学
生
ら

が
地
元
新
座
の
魅
力
を
考
え
、
探
し
歩
く

き
っ
か
け
と
な
る
。選
出
さ
れ
た
作
品
を
公

表
す
る
こ
と
で
若
者
目
線
か
ら
新
座
市
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
連

携
と
し
て
利
に
か
な
っ
た
活
動
だ
。選
考
で

は
複
数
の
学
生
が
分
担
し
て
下
読
み
し
、
10

編
以
内
に
絞
っ
た
上
で
新
座
市
関
係
者
中
心

の
選
考
委
員
会
が
最
優
秀
作
品
、
優
秀
作
品

な
ど
を
選
考
し
て
い
る
。表
彰
さ
れ
た
作
品

の
書
き
手
の
学
生
に
は
賞
状
と
新
座
市
に
関

連
す
る
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。新
座
賞
は
ま

だ
始
動
か
ら
わ
ず
か
だ
が
、
今
後
は
新
座
三

大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
ま
す
ま

す
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。応
募
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、全

体
の
作
品
の
質
が
向
上
し
新
座
賞
の
価
値
や

発
見
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。学
生
と
自
治
体
が

直
接
連
携
し
て
行
う
数
少
な
い
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
り
、今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
現
役
の
ト

ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
他
、
元
リ
ー
ダ
ー
で
初
代

学
生
奨
励
賞
受
賞
者
で
も
あ
る
中
島
加
奈
恵

（
J
T
B 

w
e
b
販
売
部
）
氏
の
協
力
を
得

た
。　
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舛
谷 

鋭（
ま
す
た
に・さ
と
し
）

立
教
大
学 

観
光
学
部
交
流
文
化

学
科
教
授
。 

早
稲
田
大
学
卒
業

後
、日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
、早
稲
田
大
学
助
手
を
経
て
、

1
9
9
8
年
よ
り
本
学
勤
務
。 

2
0
0
5
〜
2
0

0
6
年
マ
ラ
ヤ
大
学
客
員
研
究
員
、2
0
1
4
〜

2
0
1
5
年
南
洋
理
工
大
学
客
員
教
授
。 

主
な
研

究
テ
ー
マ
は
、東
南
ア
ジ
ア
の
島
嶼
部
に
つ
い
て
の
地

域
研
究
、ア
ジ
ア
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
研
究
、

広
義
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
ティ
ン
グ
に
つ
い
て
の
観
光
文

学
研
究
な
ど
。 

主
な
著
書
に『
日
本
占
領
下
の
英
領

マ
ラ
ヤ・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
』『
東
南
ア
ジ
ア
文
学
へ
の
招

待
』『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
知
る
た
め
の
65
章
』「
観
光
研

究
と
し
て
の
文
学
散
歩
」「
ト
ラ
ベル
ラ
イ
ティン
グ
を

考
え
る
」な
ど
が
あ
る
。

用
例
掲
載
も
な
く
、
未
だ
日
本
語
カ
タ
カ
ナ

語
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
が
、「
ダ
ー
ク

ツ
ー
リ
ズ
ム
」流
行
の
例
も
あ
り
、こ
う
し
た

媒
体
を
問
わ
ぬ
旅
テ
キ
ス
ト
の
包
括
定
義
は
、

観
光
学
で
使
い
よ
い
概
念
装
置
と
し
て
広
ま

る
可
能
性
を
持
つ
。

　
編
集
の
現
場
で
は
印
税
の
作
家
、
買
い
切

り
の
ラ
イ
タ
ー
な
ど
と
言
わ
れ
、
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
書
き
手
は
作
家
固
有
性
が

高
く
は
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
う
し
た
ト
ラ
ベ

ル
ラ
イ
タ
ー
の
奨
励
を
目
的
と
し
、
学
部
教

育
ゆ
え
思
い
切
り
狭
い
範
囲
、
日
本
語
の
主

に
機
内
誌
に
限
定
し
て
網
羅
的
に
講
読
し
、

優
れ
た
作
品
を
表
彰
す
る
活
動
を
、
ゼ
ミ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
2
0
0
6
年
度
よ
り

行
っ
て
い
る
。

　
学
生
ら
は
15
誌
1
8
4
編
（
2
0
1
8
年

度
例
）
の
機
内
誌
1
年
分
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
を
約
6
カ
月
か
け
て
講
読
す
る
。

開
始
当
初
、
収
集
で
き
る
機
内
誌
は
限
ら
れ

て
い
て
、
活
動
に
賛
同
し
た
航
空
会
社
な
ど

か
ら
の
提
供
も
わ
ず
か
だ
っ
た
。続
け
る
う

ち
認
知
度
が
徐
々
に
高
ま
り
、
2
0
1
1
年

度
ご
ろ
か
ら
収
集
可
能
な
機
内
誌
も
増
加
し
、

　
立
教
大
学
の
観
光
文
学
研
究
と
教
育
に
つ

い
て
は
、『
立
教
大
学
観
光
学
部
紀
要
』16
号

（
2
0
1
4
）に「
観
光
教
育
と
文
学
研
究
―

交

流
文
化
学
科
で
の
実
践
か
ら
―

」
と
し
て
ま

と
め
た
が
、
本
学
部
は
周
知
の
通
り
日
本
初

の
観
光
学
部
と
し
て
2
0
1
8
年
度
に
20
周

年
を
迎
え
た
。開
設
以
来
の
観
光
学
科
に
交

流
文
化
学
科
を
加
え
た
2
0
0
6
年
は
、
奇

し
く
も
J
T
B
交
流
文
化
賞
が
、「
地
域
に
根

ざ
し
た
持
続
的
な
交
流
の
創
造
と
各
地
域
の

魅
力
の
創
出
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
」
と
し
て
創
設
さ
れ
た

2
0
0
5
年
と
相
前
後
し
て
い
る
。

　
観
光
学
科
が
経
営
系
の
科
目
を
配
す
の
に

対
し
、交
流
文
化
学
科
は
必
修
に
準
ず
る「
学

科
選
択
科
目
1
」（
2
0
1
6
年
度
以
降
入
学

者
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。以
下
同
じ
）
に
「
交
流
文

化
研
究
」1
か
ら
4
と
し
て
、「
地
理
学
の
方

法
」「
文
化
人
類
学
の
方
法
」「
社
会
学
の
方

法
」お
よ
び「
交
流
文
学
の
方
法
」と「
交
流
文

学
論
」「
旅
行
経
験
分
析
法
」「
言
説
分
析
」、
そ

れ
ら
に
次
ぐ
「
学
科
選
択
科
目
2
」
に
は
「
紀

行
文
学
論
」「
言
語
と
社
会
」「
ト
ラ
ベ
ル

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」
等
の
文
学
関
連
科
目
が
含
ま
れ
て
い

る
。学
科
完
成
年
度
の
2
0
0
9
年
度
以
降

の
卒
業
論
文
、修
士
論
文
、博
士
論
文
を
見
て

企
業
側
か
ら
機
内
誌
提
供
の
ご
提
案
を
い
た

だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。な
お
、国
内
最
大
の

機
内
誌
収
集
館
は
、
我
々
も
毎
年
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
J
T
B「
旅
の
図
書
館
」で

あ
る
こ
と
を
特
記
し
て
お
く
。

　
機
内
誌
の
講
読
は
、
週
に
一
度
昼
休
み
の

時
間
を
使
い
、一
作
品
に
つ
き
、最
低
で
も
学

生
二
人
が
目
を
通
す
よ
う
分
担
し
て
い
る
。

優
秀
作
品
は
全
員
が
講
読
を
す
る
が
、
評
価

基
準
は
、
観
光
学
部
生
が
興
味
を
持
っ
て
読

め
る
か
、新
鮮
な
驚
き
が
あ
る
か
、そ
の
土
地

に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
か
、
旅
の
文
章
と

し
て
優
れ
て
い
る
か
、
写
真
や
レ
イ
ア
ウ
ト

が
効
果
的
で
あ
る
か
の
五
つ
で
、
一
つ
の
基

準
に
つ
き
三
点
満
点
で
計
十
五
点
と
な
る
。

最
初
は
、講
読
に
時
間
が
か
か
り
、評
価
も
難

し
く
苦
戦
す
る
が
、
い
く
つ
も
の
作
品
を
読

ん
で
い
く
と
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
一
つ
一

つ
の
作
品
で
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
が
読
み
手

に
何
を
伝
え
た
い
の
か
少
し
ず
つ
わ
か
る
よ

う
に
な
る
。簡
潔
に
伝
え
た
い
こ
と
を
目
立

た
せ
て
書
く
作
品
も
あ
れ
ば
、
文
章
全
体
で

伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
作
品
も
あ

る
。写
真
や
独
特
の
表
現
で
伝
え
る
作
品
も

あ
り
、
ど
の
作
品
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
面
白
さ

に
気
づ
く
。機
内
誌
の
講
読
を
通
じ
、
人
に

よ
っ
て
見
え
て
い
る
も
の
、
お
も
し
ろ
い
と

思
え
る
部
分
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る
。ど
ん

設
さ
れ
た
。プ
ロ
の
ラ
イ
タ
ー
の
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
学
生

自
ら
の
体
験
を
文
章
化
し
共
有
す
る
「
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
」の
機
会
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
、

学
生
ら
の
思
い
に
応
え
た
取
り
組
み
だ
。

　
学
生
奨
励
賞
は
1
6
0
0
字
程
度
の
旅

の
テ
キ
ス
ト
を
正
課「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」講
義
中
に
募
り
、
優
秀
な
作
品
を
表

彰
し
て
い
る
。選
定
基
準
は
、
場
所
や
土
地

の
特
徴
が
理
解
で
き
て
い
る
か
、タ
イ
ト
ル

や
リ
ー
ド
が
本
文
と
合
っ
て
い
る
か
、筆
者

な
ら
で
は
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ス
ト
ー
リ
ー

が
読
者
に
伝
わ
る
か
ど
う
か
、
な
ど
だ
が
、

学
生
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
作

品
が
集
ま
る
の
が
魅
力
だ
。選
考
の
大
ま
か

な
流
れ
は
、科
目
担
当
者
に
よ
っ
て
10
編
程

度
の
ロ
ン
グ
リ
ス
ト
が
選
ば
れ
、次
に
ロ
ン

グ
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
の
合
議
で
５
編
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
リ

ス
ト
を
選
ぶ
。最
後
に
旅
の
図
書
館
や
出
版

社
、
過
去
の
ア
ワ
ー
ド
受
賞
ラ
イ
タ
ー
、
教

員
か
ら
の
選
考
委
員
会
が
１
編
を
最
優
秀

賞
、
２
編
を
優
秀
賞
に
選
出
す
る
。ラ
イ

タ
ー
ア
ワ
ー
ド
と
同
時
開
催
の
表
彰
式
で

は
、学
生
が
選
考
委
員
か
ら
貴
重
な
講
評
を

頂
け
る
機
会
で
も
あ
り
、賞
の
授
与
だ
け
に

留
ま
ら
な
い
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た

と
感
じ
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。多
く
の
作

トラベルライティングアワード2018 表彰式

トラベルライティングアワード新座賞

な
学
生
が
読
む
か
に
よ
っ
て

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

評
価
も
変
わ
っ
て
く
る
。

　
ラ
イ
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
で
は
、

前
記
の
通
り
、
お
よ
そ
す
べ

て
の
日
本
語
機
内
誌
一
年
分

に
目
を
通
し
、
優
秀
作
品
を

選
ん
で
い
る
。形
式
要
件
は

署
名
原
稿
で
あ
る
こ
と
、
複

数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
お
お
む

ね
２
０
０
０
字
以
上
で
あ
る

こ
と
だ
。基
準
や
選
考
は
３

の
通
り
だ
が
、
こ
れ
ま
で

2
0
0
7
年
度
か
ら

2
0
1
8
年
度
ま
で
計
12
回

の
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。活

動
初
期
は
優
秀
作
品
の
作
者
へ
ト
ロ
フ
ィ
ー

と
賞
状
の
送
付
の
み
を
行
っ
て
い
た
が
、
ト

ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
奨
励
と
い
う
目
的
を
果

た
す
た
め
、
一
般
へ
の
認
知
度
を
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
2
0
1
3
年
度
か
ら
表

彰
式
を
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
て
い
る
。そ
の
結
果
、旅
行
新
聞
新
社
や
交

通
新
聞
社
は
じ
め
、
毎
年
観
光
メ
デ
ィ
ア
の

取
材
対
象
に
な
る
な
ど
、
活
動
規
模
が
徐
々

に
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　
長
ら
く
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
作
品
の
み

を
対
象
に
し
て
き
た
が
、読
む
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
も
書
い
て
み
た
い
と
い
う
声
は
以

前
か
ら
あ
っ
た
。2
0
1
6
年
度
よ
り
学
生

の
紀
行
文
を
表
彰
す
る「
学
生
奨
励
賞
」が
新

学
生
奨
励
賞

5

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

ア
ワ
ー
ド
新
座
賞

6

教
育
・

啓
発
活
動
と
し
て
の

ア
ワ
ー
ド
実
施

3

ラ
イ
タ
ー

ア
ワ
ー
ド

4

も
、
観
光
文
学
研
究
と
見
な
さ
れ
る
研
究
課

題
は
、
地
域
振
興
要
素
の
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
を
除
い
て
も
少
な
く
な
い
。

　
旅
行
記
や
紀
行
文
と
い
う
こ
と
ば
に
加
え

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」と
い
う
カ
タ
カ

ナ
表
記
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。い
ず
れ

も
旅
を
テ
ー
マ
に
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
エ
ッ
セ
イ
を
示
す
が
、『
ガ
リ
バ
ー
旅
行

記
』『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
』
の
例
を
見

る
ま
で
も
な
く
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
を
完
全

に
払
拭
す
る
の
は
困
難
だ
。も
と
も
と

〝T
ravel W

riting

〞は
英
語
で
は
一
般
的
な

用
語
で
、書
店
の
棚
の
分
類
で
も
あ
る
。英
語

で
は
旅
の
テ
キ
ス
ト
を
表
す
〝T

ravel 

W
riting

〞と
い
う
こ
と
ば
は
、
狭
義
に
は
一

人
称
の
自
伝
、
回
想
の
一
部
と
し
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
を
含
め
な
い
が
、
広
義
に
は
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
ば
か
り
で
な
く
、旅
の
行
程
、旅

テ
ー
マ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、回
想
録
、場
所
の

記
述
、
自
然
の
描
写
、
行
跡
地
図
、
旅
テ
ー
マ

の
フ
ィ
ル
ム
な
ど
な
ど
を
含
む
（
窪
田
憲
子

ら
編
著（
2
0
1
6
）：
旅
に
と
り
憑
か
れ
た

イ
ギ
リ
ス
人
―
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

を
読
む
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）。各
種
辞
書
に

品
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、自
ら
旅
の
文
章

を
書
く
機
会
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
は
、同
世

代
の
若
者
が
何
を
感
じ
、ど
う
表
現
す
る
か

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
好
機
で
も
あ
る
。

　
ラ
イ
タ
ー
賞
、
奨
励
賞
に
加
え
、
2
0
1
7

年
度
か
ら
観
光
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
新

座
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を

募
る
新
座
賞
が
始
ま
っ
た
。初
年
度
は
前
記

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」科
目
で
新
座
市

役
所
職
員
O
B
に
よ
る
観
光
政
策
に
つ
い
て

の
ゲ
ス
ト
講
義
を
聞
い
た
の
ち
、
作
品
を
集

め
た
。2
0
1
8
年
度
に
は
新
座
三
大
学（
跡

見
学
園
女
子
大
学
、十
文
字
学
園
女
子
大
学
）

の
学
生
に
よ
る
作
品
を
含
め
範
囲
を
広
げ
た
。

「
わ
た
し
の
好
き
な
新
座
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

市
内
大
学
生
を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

サ
ブ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
新
座
市
と
の
地
域

連
携
で
あ
る
の
が
特
徴
だ
。表
彰
式
は
他
の

ア
ワ
ー
ド
と
別
に
新
座
市
役
所
で
行
わ
れ
、

市
長
、
教
育
長
、
産
業
観
光
協
会
長
、
新
座
三

大
学
教
員
ら
選
考
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
来
場
者
が
あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
た
。な
お
、2
0
1
9
年
度
か
ら
は

本
学
だ
け
で
な
く
、
新
座
三
大
学
合
同
で
運

営
を
行
う
予
定
で
、
大
学
間
交
流
の
側
面
も

見
逃
せ
な
い
。

　
新
座
賞
は
、
作
品
を
募
る
こ
と
で
学
生
ら

が
地
元
新
座
の
魅
力
を
考
え
、
探
し
歩
く

き
っ
か
け
と
な
る
。選
出
さ
れ
た
作
品
を
公

表
す
る
こ
と
で
若
者
目
線
か
ら
新
座
市
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
連

携
と
し
て
利
に
か
な
っ
た
活
動
だ
。選
考
で

は
複
数
の
学
生
が
分
担
し
て
下
読
み
し
、
10

編
以
内
に
絞
っ
た
上
で
新
座
市
関
係
者
中
心

の
選
考
委
員
会
が
最
優
秀
作
品
、
優
秀
作
品

な
ど
を
選
考
し
て
い
る
。表
彰
さ
れ
た
作
品

の
書
き
手
の
学
生
に
は
賞
状
と
新
座
市
に
関

連
す
る
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。新
座
賞
は
ま

だ
始
動
か
ら
わ
ず
か
だ
が
、
今
後
は
新
座
三

大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
ま
す
ま

す
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。応
募
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、全

体
の
作
品
の
質
が
向
上
し
新
座
賞
の
価
値
や

発
見
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。学
生
と
自
治
体
が

直
接
連
携
し
て
行
う
数
少
な
い
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
り
、今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
現
役
の
ト

ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
他
、
元
リ
ー
ダ
ー
で
初
代

学
生
奨
励
賞
受
賞
者
で
も
あ
る
中
島
加
奈
恵

（
J
T
B 

w
e
b
販
売
部
）
氏
の
協
力
を
得

た
。　
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舛
谷 

鋭（
ま
す
た
に・さ
と
し
）

立
教
大
学 

観
光
学
部
交
流
文
化

学
科
教
授
。 

早
稲
田
大
学
卒
業

後
、日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究

員
、早
稲
田
大
学
助
手
を
経
て
、

1
9
9
8
年
よ
り
本
学
勤
務
。 

2
0
0
5
〜
2
0

0
6
年
マ
ラ
ヤ
大
学
客
員
研
究
員
、2
0
1
4
〜

2
0
1
5
年
南
洋
理
工
大
学
客
員
教
授
。 

主
な
研

究
テ
ー
マ
は
、東
南
ア
ジ
ア
の
島
嶼
部
に
つ
い
て
の
地

域
研
究
、ア
ジ
ア
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
研
究
、

広
義
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
ティ
ン
グ
に
つ
い
て
の
観
光
文

学
研
究
な
ど
。 

主
な
著
書
に『
日
本
占
領
下
の
英
領

マ
ラ
ヤ・シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
』『
東
南
ア
ジ
ア
文
学
へ
の
招

待
』『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
知
る
た
め
の
65
章
』「
観
光
研

究
と
し
て
の
文
学
散
歩
」「
ト
ラ
ベル
ラ
イ
ティン
グ
を

考
え
る
」な
ど
が
あ
る
。

用
例
掲
載
も
な
く
、
未
だ
日
本
語
カ
タ
カ
ナ

語
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
が
、「
ダ
ー
ク

ツ
ー
リ
ズ
ム
」流
行
の
例
も
あ
り
、こ
う
し
た

媒
体
を
問
わ
ぬ
旅
テ
キ
ス
ト
の
包
括
定
義
は
、

観
光
学
で
使
い
よ
い
概
念
装
置
と
し
て
広
ま

る
可
能
性
を
持
つ
。

　
編
集
の
現
場
で
は
印
税
の
作
家
、
買
い
切

り
の
ラ
イ
タ
ー
な
ど
と
言
わ
れ
、
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
書
き
手
は
作
家
固
有
性
が

高
く
は
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
う
し
た
ト
ラ
ベ

ル
ラ
イ
タ
ー
の
奨
励
を
目
的
と
し
、
学
部
教

育
ゆ
え
思
い
切
り
狭
い
範
囲
、
日
本
語
の
主

に
機
内
誌
に
限
定
し
て
網
羅
的
に
講
読
し
、

優
れ
た
作
品
を
表
彰
す
る
活
動
を
、
ゼ
ミ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
2
0
0
6
年
度
よ
り

行
っ
て
い
る
。

　
学
生
ら
は
15
誌
1
8
4
編
（
2
0
1
8
年

度
例
）
の
機
内
誌
1
年
分
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
を
約
6
カ
月
か
け
て
講
読
す
る
。

開
始
当
初
、
収
集
で
き
る
機
内
誌
は
限
ら
れ

て
い
て
、
活
動
に
賛
同
し
た
航
空
会
社
な
ど

か
ら
の
提
供
も
わ
ず
か
だ
っ
た
。続
け
る
う

ち
認
知
度
が
徐
々
に
高
ま
り
、
2
0
1
1
年

度
ご
ろ
か
ら
収
集
可
能
な
機
内
誌
も
増
加
し
、

　
立
教
大
学
の
観
光
文
学
研
究
と
教
育
に
つ

い
て
は
、『
立
教
大
学
観
光
学
部
紀
要
』16
号

（
2
0
1
4
）に「
観
光
教
育
と
文
学
研
究
―

交

流
文
化
学
科
で
の
実
践
か
ら
―

」
と
し
て
ま

と
め
た
が
、
本
学
部
は
周
知
の
通
り
日
本
初

の
観
光
学
部
と
し
て
2
0
1
8
年
度
に
20
周

年
を
迎
え
た
。開
設
以
来
の
観
光
学
科
に
交

流
文
化
学
科
を
加
え
た
2
0
0
6
年
は
、
奇

し
く
も
J
T
B
交
流
文
化
賞
が
、「
地
域
に
根

ざ
し
た
持
続
的
な
交
流
の
創
造
と
各
地
域
の

魅
力
の
創
出
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
」
と
し
て
創
設
さ
れ
た

2
0
0
5
年
と
相
前
後
し
て
い
る
。

　
観
光
学
科
が
経
営
系
の
科
目
を
配
す
の
に

対
し
、交
流
文
化
学
科
は
必
修
に
準
ず
る「
学

科
選
択
科
目
1
」（
2
0
1
6
年
度
以
降
入
学

者
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。以
下
同
じ
）
に
「
交
流
文

化
研
究
」1
か
ら
4
と
し
て
、「
地
理
学
の
方

法
」「
文
化
人
類
学
の
方
法
」「
社
会
学
の
方

法
」お
よ
び「
交
流
文
学
の
方
法
」と「
交
流
文

学
論
」「
旅
行
経
験
分
析
法
」「
言
説
分
析
」、
そ

れ
ら
に
次
ぐ
「
学
科
選
択
科
目
2
」
に
は
「
紀

行
文
学
論
」「
言
語
と
社
会
」「
ト
ラ
ベ
ル

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」
等
の
文
学
関
連
科
目
が
含
ま
れ
て
い

る
。学
科
完
成
年
度
の
2
0
0
9
年
度
以
降

の
卒
業
論
文
、修
士
論
文
、博
士
論
文
を
見
て

企
業
側
か
ら
機
内
誌
提
供
の
ご
提
案
を
い
た

だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。な
お
、国
内
最
大
の

機
内
誌
収
集
館
は
、
我
々
も
毎
年
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
J
T
B「
旅
の
図
書
館
」で

あ
る
こ
と
を
特
記
し
て
お
く
。

　
機
内
誌
の
講
読
は
、
週
に
一
度
昼
休
み
の

時
間
を
使
い
、一
作
品
に
つ
き
、最
低
で
も
学

生
二
人
が
目
を
通
す
よ
う
分
担
し
て
い
る
。

優
秀
作
品
は
全
員
が
講
読
を
す
る
が
、
評
価

基
準
は
、
観
光
学
部
生
が
興
味
を
持
っ
て
読

め
る
か
、新
鮮
な
驚
き
が
あ
る
か
、そ
の
土
地

に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
か
、
旅
の
文
章
と

し
て
優
れ
て
い
る
か
、
写
真
や
レ
イ
ア
ウ
ト

が
効
果
的
で
あ
る
か
の
五
つ
で
、
一
つ
の
基

準
に
つ
き
三
点
満
点
で
計
十
五
点
と
な
る
。

最
初
は
、講
読
に
時
間
が
か
か
り
、評
価
も
難

し
く
苦
戦
す
る
が
、
い
く
つ
も
の
作
品
を
読

ん
で
い
く
と
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
一
つ
一

つ
の
作
品
で
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
が
読
み
手

に
何
を
伝
え
た
い
の
か
少
し
ず
つ
わ
か
る
よ

う
に
な
る
。簡
潔
に
伝
え
た
い
こ
と
を
目
立

た
せ
て
書
く
作
品
も
あ
れ
ば
、
文
章
全
体
で

伝
え
た
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
作
品
も
あ

る
。写
真
や
独
特
の
表
現
で
伝
え
る
作
品
も

あ
り
、
ど
の
作
品
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
面
白
さ

に
気
づ
く
。機
内
誌
の
講
読
を
通
じ
、
人
に

よ
っ
て
見
え
て
い
る
も
の
、
お
も
し
ろ
い
と

思
え
る
部
分
が
違
う
こ
と
が
わ
か
る
。ど
ん

設
さ
れ
た
。プ
ロ
の
ラ
イ
タ
ー
の
ト
ラ
ベ
ル

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
学
生

自
ら
の
体
験
を
文
章
化
し
共
有
す
る
「
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
」の
機
会
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
、

学
生
ら
の
思
い
に
応
え
た
取
り
組
み
だ
。

　
学
生
奨
励
賞
は
1
6
0
0
字
程
度
の
旅

の
テ
キ
ス
ト
を
正
課「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
」講
義
中
に
募
り
、
優
秀
な
作
品
を
表

彰
し
て
い
る
。選
定
基
準
は
、
場
所
や
土
地

の
特
徴
が
理
解
で
き
て
い
る
か
、タ
イ
ト
ル

や
リ
ー
ド
が
本
文
と
合
っ
て
い
る
か
、筆
者

な
ら
で
は
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ス
ト
ー
リ
ー

が
読
者
に
伝
わ
る
か
ど
う
か
、
な
ど
だ
が
、

学
生
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
作

品
が
集
ま
る
の
が
魅
力
だ
。選
考
の
大
ま
か

な
流
れ
は
、科
目
担
当
者
に
よ
っ
て
10
編
程

度
の
ロ
ン
グ
リ
ス
ト
が
選
ば
れ
、次
に
ロ
ン

グ
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン

バ
ー
の
合
議
で
５
編
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
リ

ス
ト
を
選
ぶ
。最
後
に
旅
の
図
書
館
や
出
版

社
、
過
去
の
ア
ワ
ー
ド
受
賞
ラ
イ
タ
ー
、
教

員
か
ら
の
選
考
委
員
会
が
１
編
を
最
優
秀

賞
、
２
編
を
優
秀
賞
に
選
出
す
る
。ラ
イ

タ
ー
ア
ワ
ー
ド
と
同
時
開
催
の
表
彰
式
で

は
、学
生
が
選
考
委
員
か
ら
貴
重
な
講
評
を

頂
け
る
機
会
で
も
あ
り
、賞
の
授
与
だ
け
に

留
ま
ら
な
い
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た

と
感
じ
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。多
く
の
作

トラベルライティングアワード2018 表彰式

トラベルライティングアワード新座賞

な
学
生
が
読
む
か
に
よ
っ
て

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

評
価
も
変
わ
っ
て
く
る
。

　
ラ
イ
タ
ー
ア
ワ
ー
ド
で
は
、

前
記
の
通
り
、
お
よ
そ
す
べ

て
の
日
本
語
機
内
誌
一
年
分

に
目
を
通
し
、
優
秀
作
品
を

選
ん
で
い
る
。形
式
要
件
は

署
名
原
稿
で
あ
る
こ
と
、
複

数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
お
お
む

ね
２
０
０
０
字
以
上
で
あ
る

こ
と
だ
。基
準
や
選
考
は
３

の
通
り
だ
が
、
こ
れ
ま
で

2
0
0
7
年
度
か
ら

2
0
1
8
年
度
ま
で
計
12
回

の
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。活

動
初
期
は
優
秀
作
品
の
作
者
へ
ト
ロ
フ
ィ
ー

と
賞
状
の
送
付
の
み
を
行
っ
て
い
た
が
、
ト

ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
奨
励
と
い
う
目
的
を
果

た
す
た
め
、
一
般
へ
の
認
知
度
を
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
2
0
1
3
年
度
か
ら
表

彰
式
を
立
教
大
学
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
て
い
る
。そ
の
結
果
、旅
行
新
聞
新
社
や
交

通
新
聞
社
は
じ
め
、
毎
年
観
光
メ
デ
ィ
ア
の

取
材
対
象
に
な
る
な
ど
、
活
動
規
模
が
徐
々

に
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　
長
ら
く
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
の
作
品
の
み

を
対
象
に
し
て
き
た
が
、読
む
だ
け
で
な
く
、

自
分
た
ち
も
書
い
て
み
た
い
と
い
う
声
は
以

前
か
ら
あ
っ
た
。2
0
1
6
年
度
よ
り
学
生

の
紀
行
文
を
表
彰
す
る「
学
生
奨
励
賞
」が
新

学
生
奨
励
賞

5

ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

ア
ワ
ー
ド
新
座
賞

6

教
育
・

啓
発
活
動
と
し
て
の

ア
ワ
ー
ド
実
施

3

ラ
イ
タ
ー

ア
ワ
ー
ド

4

も
、
観
光
文
学
研
究
と
見
な
さ
れ
る
研
究
課

題
は
、
地
域
振
興
要
素
の
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
を
除
い
て
も
少
な
く
な
い
。

　
旅
行
記
や
紀
行
文
と
い
う
こ
と
ば
に
加
え

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」と
い
う
カ
タ
カ

ナ
表
記
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。い
ず
れ

も
旅
を
テ
ー
マ
に
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
エ
ッ
セ
イ
を
示
す
が
、『
ガ
リ
バ
ー
旅
行

記
』『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ク
ル
ー
ソ
ー
』
の
例
を
見

る
ま
で
も
な
く
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
を
完
全

に
払
拭
す
る
の
は
困
難
だ
。も
と
も
と

〝T
ravel W

riting

〞は
英
語
で
は
一
般
的
な

用
語
で
、書
店
の
棚
の
分
類
で
も
あ
る
。英
語

で
は
旅
の
テ
キ
ス
ト
を
表
す
〝T

ravel 

W
riting

〞と
い
う
こ
と
ば
は
、
狭
義
に
は
一

人
称
の
自
伝
、
回
想
の
一
部
と
し
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
を
含
め
な
い
が
、
広
義
に
は
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
ば
か
り
で
な
く
、旅
の
行
程
、旅

テ
ー
マ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、回
想
録
、場
所
の

記
述
、
自
然
の
描
写
、
行
跡
地
図
、
旅
テ
ー
マ

の
フ
ィ
ル
ム
な
ど
な
ど
を
含
む
（
窪
田
憲
子

ら
編
著（
2
0
1
6
）：
旅
に
と
り
憑
か
れ
た

イ
ギ
リ
ス
人
―
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

を
読
む
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）。各
種
辞
書
に

品
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、自
ら
旅
の
文
章

を
書
く
機
会
が
創
出
さ
れ
た
こ
と
は
、同
世

代
の
若
者
が
何
を
感
じ
、ど
う
表
現
す
る
か

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
好
機
で
も
あ
る
。

　
ラ
イ
タ
ー
賞
、
奨
励
賞
に
加
え
、
2
0
1
7

年
度
か
ら
観
光
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
新

座
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を

募
る
新
座
賞
が
始
ま
っ
た
。初
年
度
は
前
記

「
ト
ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」科
目
で
新
座
市

役
所
職
員
O
B
に
よ
る
観
光
政
策
に
つ
い
て

の
ゲ
ス
ト
講
義
を
聞
い
た
の
ち
、
作
品
を
集

め
た
。2
0
1
8
年
度
に
は
新
座
三
大
学（
跡

見
学
園
女
子
大
学
、十
文
字
学
園
女
子
大
学
）

の
学
生
に
よ
る
作
品
を
含
め
範
囲
を
広
げ
た
。

「
わ
た
し
の
好
き
な
新
座
」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

市
内
大
学
生
を
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

サ
ブ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
新
座
市
と
の
地
域

連
携
で
あ
る
の
が
特
徴
だ
。表
彰
式
は
他
の

ア
ワ
ー
ド
と
別
に
新
座
市
役
所
で
行
わ
れ
、

市
長
、
教
育
長
、
産
業
観
光
協
会
長
、
新
座
三

大
学
教
員
ら
選
考
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
来
場
者
が
あ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
た
。な
お
、2
0
1
9
年
度
か
ら
は

本
学
だ
け
で
な
く
、
新
座
三
大
学
合
同
で
運

営
を
行
う
予
定
で
、
大
学
間
交
流
の
側
面
も

見
逃
せ
な
い
。

　
新
座
賞
は
、
作
品
を
募
る
こ
と
で
学
生
ら

が
地
元
新
座
の
魅
力
を
考
え
、
探
し
歩
く

き
っ
か
け
と
な
る
。選
出
さ
れ
た
作
品
を
公

表
す
る
こ
と
で
若
者
目
線
か
ら
新
座
市
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
連

携
と
し
て
利
に
か
な
っ
た
活
動
だ
。選
考
で

は
複
数
の
学
生
が
分
担
し
て
下
読
み
し
、
10

編
以
内
に
絞
っ
た
上
で
新
座
市
関
係
者
中
心

の
選
考
委
員
会
が
最
優
秀
作
品
、
優
秀
作
品

な
ど
を
選
考
し
て
い
る
。表
彰
さ
れ
た
作
品

の
書
き
手
の
学
生
に
は
賞
状
と
新
座
市
に
関

連
す
る
賞
品
が
授
与
さ
れ
た
。新
座
賞
は
ま

だ
始
動
か
ら
わ
ず
か
だ
が
、
今
後
は
新
座
三

大
学
の
学
生
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
ま
す
ま

す
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。応
募
数
が
多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、全

体
の
作
品
の
質
が
向
上
し
新
座
賞
の
価
値
や

発
見
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。学
生
と
自
治
体
が

直
接
連
携
し
て
行
う
数
少
な
い
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
り
、今
後
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、
現
役
の
ト

ラ
ベ
ル
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
他
、
元
リ
ー
ダ
ー
で
初
代

学
生
奨
励
賞
受
賞
者
で
も
あ
る
中
島
加
奈
恵

（
J
T
B 

w
e
b
販
売
部
）
氏
の
協
力
を
得

た
。　
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